
ヒイロタケ色素について (第≡報)

色素産生に及ぼす無機塩の影響

寺 下 隆 夫*･河 野 叉 四* 

Ⅰ	 緒 言 

H20等の無機塩は,ヒイロタケの菌糸発育を促進する

H20,KClを種々異なる濃度で添加,実験

%以内であれば,KCl添加量と無関係に,安定した色
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と報告 しているが,色素の生成については,報告が見られない｡筆者らは,色素産生に及ぼす無

EosB

を7機塩の影響について前報 2)で混合培地に MgSO4･ 

81.7S行い,Mg O4･ H20が培地に対 し,0

素の生成が認められた｡しかし色素の生成が無機塩によって相当巾広い影響を与えると考えられ

01.0るので,4種類の無機塩について,培地に対 し,最 も適当と考えられる %を添加,その色素生

成の影響について検討 してみた｡
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ⅠⅠ 実 験 方 法


混合培地 (木屑400g,米糖40g,わら10g,水1000mlの割合に混合 )に,Tablelに示 した40種
 

Tal , exei napos nadto nraislsnte xdmeim･be1Th eprmetllto diiniogncato h mie du

No■. inOrganicsahs N■o. inorganicsalts N *o. inorganicsalts N辛o. inorganicsalts 

1 FeSO. ll MgSO.ー7H20 21 CaCO3 31 Na2C20. 

2 Fez(sod)2 12 BaC】2 22 NaHSO3 32 Na2C407 

3 (NH4)2SO4.FeS0..6H20 13 KH2PO. 23 (NaPO3)6 33 NaC】 

4 NH4Fe(SO.)2.12H20 14 K2HPO4 24 Na2SO. 34 CH3COONH. 

5 FeC)3 15 K2SO. 25 Na2SO3 35 (NH.)2C4H.06 

6 FeC6日,07.XH2O 16 KCl 26 Na2HPO4 36 (NH.)6Mo7024.4日,LO 

7 MnSO. 17 K2CO3 27 Na2S203 37 NH4CL 

8 ZnSO4 18 K2S208 28 KNaC4H406.4H20 38 (NH.)2C20..H20 

9 Zn(CH3COO)2.2H20 19 K2Cr207 29 NaH2PO4.2H20 39 NH.NO3 

*No :Expenmenla】pIols

類の無機塩を,それぞれ 1種づつ培地に対し,0.1%添加 し,各試験区共,直径90mmのペ トリ皿 5

枚に,培地約15gづつを入れ,無槻塩無添加の標準区と共に,オー トクレー7で 滅菌後,28℃, 

48時間培養のヒイロタケ菌そう (帝国女子大学,永友勇教授より分譲をうけ,当研究室で培養)

小片 (直径 3-4mm) 1個を培地中央部に移殖,各試験区共,37℃の恒温器内で,21日間培養 し,

菌そうの直径の測定および色素の生成状態を観察 したO

ⅠⅠⅠ 結 果 

Table2, 3, 4は菌糸成長では,90mm直径のペ トリ皿に発育する菌糸の直径を示し,色素の

生成は,その菌そうの色を10段階に分け,その番号で示した｡Table2に示 した無機塩添加区は,

無添加の標準区より,菌糸発育および色素生成の促進が認められたもので, Table3には,さほ

ど菌糸発育,色素生成に影響の及ぼさなかったものを, Table4には,むしろ無機塩の添加が,

菌糸発育及び色素生成を抑制 したものを示 したが,40種類の各無機塩について,試験 した結果で

は,その内の20種類が菌糸発育および色素の生成を阻害し,11種類が促進を示 し,残る 9種頬が

無機塩無添加の標準試験区とさほど異ならない結果を示 した｡特に NaHSO｡･H20,(NH｡)2C204･ 

H20は培養 13日目に菌糸が消失した｡色素生成促進が最 も顕著な区は,MgSO｡･7H20,K2SO4, 

Na2S03で,ついで BaC12,KH2PO4, CaCO3,Na2HPO｡,NaH2PO｡･2H20,(NH4)2C｡H406, 

I 



寺下隆夫 ･河野又四 ,ヒイロタケ色素について (第三報) 191

lsanguneant my hadp T･he lg me nofiodt tnsproucig
n
trow
ia
lce
Eff fi cs

nt mi dme m.

tsola

lud

inorgantecso

xehe

2,

o

leTba

days12days15days13dayslldays.9days7days
5
巾3days

M lt 】row oorycehia1C.

90

89089079069053.OPZHK

99099089079063JOS2K

890890890790433OCCa

89079069049022

99099089079053

X 0

h .1 

4

O

S

S


Za

'1a-

019089079057243.OPHNZa

9 

S ianguneai fonodt tnsproucigntrowhceahetso
la

iud

inorgantecso

he xeo

3
,Eff fi cs nt my lg hadFme TIle

nt midme m. 
Tba

o.5

Vt

1lilCsyceaa
lhro

dy

】or 

890890

890890890790

990890890690

890

loo

9

r g)C-

5905904523523

dy

to
os3lice

h

1-M. aa CtM
r g

4904903903

7

90

､rovn V
He o
､
 

7907905903902

5805804802CaCl2 41 065 076 080

6636635583562

5905905903903

6906905904903

04.6

6)


Ca


Na(

Na

PO3

KN 4H40 H2

Cl 

tygrow

5905905905

hiaVltce.)toT gl.Mヽro

orang

90

5: ey

4754744713

So.

tor
i

Hh

llledyaa C

7

8Cl2 43 071 085

)ce. ia1C-帆.lceialC. Mさ-CHealC.M LyceiaLCllrow. loor g tヽrovh toor g trowh loor g trowh l

MSg0 090

hr gM

Ba

90

90

790790

S､Iov

lcrn

y

0:1

e

0mr

hg.

tamee
)
d rof9 nP

3:l tyH0､､･4: ell hb

､ygro
osi

h
M lyce

trow

9dyaa C-Mc

7

tor

6

)hs)d･lter

90

90

90

90

OnlSrm

-o
lo

shce
､gro

7dy一Mp aa C
r g

090

htV)

71

4

4

6

3

6

3

NHCl 

Jce

ow

trmson

0rn

lhg

Hhg`

l tamee

e

brow

d

Orang

Julyce

lhg

ehg

tamee

loor


l
V

orang

lro

no

la

loo

.

(NH4 )2HPO4 

* My lg h Dl rOfm m( rof9 mP

** C r 0: nc 1:) tb 2: n 3:L tyell

6: e 7:ll trd 8: erd 9 lc

lhgeOrang

u

.T')ld2

nyc

ehg

lameeM)elllg h Dl rofr ellm (

** C r 0: nc r 1

6: e 7:H trd 8: erd 9:I tc

trow

loeno

0･ang,

02

a

HJ2.O

C

c

】oo


P
2-

H

NHa

CMg

(

2

2

3.

､vn

3

il soce
l､t orgrov

68

hy

5dyM. aa C

0
r

4

3

4

rorow･hgL'. tb n 2 b

-o

lC.M) lce. ialC-Joor■◆ 帆.lceiatヽgrovh* ､tgrovh Ioo

53 075

0

0

1Cs

t**

iaa
h
l-ce

)tgrow
1か 3dy

* o

. 6OJH

02日7..

0

巾

.50,xH2

. 

L 02HI6..

*

日Fe

KL-

C6

HPO

SnO

90

90

90

90

90

90

90

62

90

90

90

45 068 090

074 090

057 070

074 090

055 058

ll 037 051

52 074 090

KC) 42 067 082

078 090

90

031 04713 

/uaadDpgs
yee巾yiih
m 

48 

23 

46 

25 

46 

41 070

39 

051 051

067 090

069 090

064 083

24 059

16 

38 

45 

46 

10

orangrow
S


) 

H Iyeow

0,


hSl

1

d･lter

4: hb n 5: ey日eow 

OnlScrm

Wn
O
･T

.I 



192 近 畿 大 学 農 学 部 紀 要 第 5 号 (1972) 
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MgCl2･6H20 などであったが,色素の生 成がまったく見られなかった区は,40区中,14区に及

んだ｡色素生成が少しでも認められた無機塩添加区については,Fig.1に示した｡これを見ると, 

FeC6H507.XH20
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lO:crimson

培養 7日目では,全体的に色相は,かっ色ないし淡黄色を示すが, 8-11日目では, 色素生成良

好な区は,だいだい色ないしは淡赤色を示 し, この 3日間の色の変化は著しい｡培養 8-11日の 

L 
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期間は,最 も色素生成が盛んな時期であると思われる｡ また Fig,1に示 したように培養 15日目ま

ででは ,MgSO4･ 7H20;K2SO｡ ,Na2SO3添加区が最 も著 しい色素の生成か認め られた｡

また無機塩無添加の標準区,すなわち混合培地のみては , 7日目でかっ色 ,11日目で黄かっ色, 

15日でだいだい色 ,Table2より ,21日目で糧赤色の色素生成状態を示 した｡ 

MnSO｡ ;FeC13区は色素の生成かわずか見られたか,これらは , Table4に示 した結果から,

菌糸発育は順調であった｡また Fig.1より人体に取って非常に有毒な ,BaCl2添加区が,菌糸発

育および色素生成を促進 した｡Na HSO｡ ,NH｡ Clは , 1-7日日まての色素生成は早 く,急激な

色の変化がみられ,黄かっ色となったが,以後色の変化が認め られず,わずかにNH｡ Clが, ,ll

日目までに穫黄色に変化 したのみであった｡これらを総合 して,菌糸発育及び色素生成か順調な

場合,菌糸は 5日ないし 7日あれば,ペ トリ皿全面に発育 し , 7日目をすぎる頃より色素の生成

がはじまるようである｡ 

Ⅳ 考 察 

Table4 から,鉄を含ん1 =t無機塩の添加は菌糸発育,色素生成には,むしろ阻害要因として働

くという結果を示 したが ,Bosel) によれば ,FeSO｡を Czapek-Dox瀦夜培地に添加 した場合,

菌糸発育が促進されたと報告 し異なった結果を得た｡本実験では木暦 を基本に用いた混合培地で, 

0.1%の FeSO｡添加についての結果であるから,さらに添加量についての 検討が必要であろう｡

亜鉛を含む無機塩 も,色素生成を阻害 した｡また菌糸の充分な発育は,色素生成の為には,絶

対必要な条件であるが,菌糸発育が順調であっても,ある種の無機塩添加では,必ずしも色素の

生成が認められるとは限らない｡この様なことから,菌糸の発育要素 と色素生成要素 として必要

な無機 イオンの間に差異があると考えられる｡ 

MgSO｡･7H20,K2SO｡ ,Na2S03の 3試験区は最 も色素生成が著 しく,これらに共通の元素は

硫黄である｡硫黄化合物については森田 3)らか, 多数の植物について,その分布状態を検討 した

際,植物の種子には多量の硫黄化合物が含まれていることを兄いだしている｡しか しこの 3区の

他にも,供試無機塩中に,硫黄化合物 も数種あったにもかかわらず,色素生成のきわめておそい

ものもあったことから,硫黄化合物中,ヒイロタケ色素生成の際,分解され,吸収されやすい無

機塩 と,吸収されに くい無機塩が ,pH,濃度,温度,その他の条件によって存在するものとも考

えられる｡マグネシウムイオンもまた ,MgC12･ 6H20の例から見ても色素生成が良好で ,MgSO｡･ 

7H20と共に,促進因子 となっていると思われる｡

また可溶性のバ リウムは生体に対する薬理作用 4)がきわめて強 く,人体に有害てあるが,本実

験で ,BaCl2区が菌糸の発育及び色素の生成が良好であったことは興味深い｡

微生物培養の際,通常用いられる無機塩の KH2PO｡ ,K2HPO｡ ,NaZSO3,NaCl, CaCO3;KCl, 
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CaC12等は,本実験に於てt,,ヒイロタケの菌糸発育及び色素生成に対 し,KH2PO｡; Na2SO3, 

CaC03は促進物質として,他はさほど影響 を与はきない物質であった｡

元素の周期律表との関連では,ほ乳動物の体を構成 している主要な元素は,周期律表の最初の 

20番以内にすべて含まれていると, ScHROEDER5)は報告 しているが,植物については明らかでな

いOたた本実験の場合 t,,TablC2に示 した成長を促進する無機塩については. BaC12を除き,

他はすべて,20番のカルシウムを最高に,これ以内の番号範囲に入っており,逆に Table4の生

成阻害無機塩は,25番のマンガン,26番の鉄,30番の亜鉛の様に周期律表の21番以上のものも多

く存在している｡

無機塩の培地への添加量についても問題で,前報 2)での無機塩添加の実験から,最も適当と思

われる培地に対 して,0.1%添加で検討を行ったか, すべての無機塩が本渡度で最適 とは考えら

れない｡そして微量必須成分について,微量で成長を促進 しても,多量では,菌糸発育,色素生

成を阻害する現象は,よく見られることから,さらに綿密な検討が必要であろう｡ 

Ⅴ 要 約 

1. ヒイロタケ色素の生成について,混合培地に種々の無機塩を0.1%添加 し,その影響について

検討 した｡ 

2. 40種類の無機塩の添加区について検討の結果,11区が無機塩無添加の標準区よ I)菌糸発育お

よび色素生成を促進し, 9区か余 り影響を示さず,20区か阻害を示した｡ 

3. 硫黄を含む,MgSO4･7H20,K2SO4,Na2S03の 3添加区か特に色素生成を促進した｡ 

4. 鉄イオン,亜鉛イオンを含む無機塩の添加は色素生成を阻害し,マグネシウムイオンは色素

の生成を促進 した｡ 

5. 色素生成の為には,順調な菌糸発育は必要条件であるか,ある種の無機塩添加は,菌糸の十

分な発育かあっても色素の生成を阻害する結果を示 したことから,菌糸発育 と色素生成に必要

な元素は,種頬,濃度が異なると思われる.. 

6. 元素の周期律表との関連 5)では,菌糸発育及び色素生成を促進 した無機イオンは,BaC12の

例外はあるが,すべて,原子番号20番以内に存在 した｡ 
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